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    高山西ロータリークラブ  テーマ  

 

●例会日 毎週金曜日 １２：３０～１３：３０   ●会 長   下屋勝比古 

●例会場 高山市花里町 3-33-3  TEL  34-3988  ●幹 事     塚本 直人 

        大垣共立銀行高山支店 ４Ｆ   ●会報委員長    挾土 貞吉 

「 自 他 共 栄 」 
己を高め 地域や街へ還元し 尊敬されるクラブで活動しよう 

第２７１９回例会  

令和５年１０月７日 

紅葉例会 

２０２３－２０２４年度 

ＲＩテーマ 

10月7日（土）親睦例会の新企画として、会員奥様総計41名

の参加にて、陣屋見学および料亭 洲さきでの懇親会を開催。懇親

会には洲さき当主の洲﨑孝雄様にも同席いただき、お座敷文化を

堪能する一夜となりました。 
 

第2719回例会                 
16:00 陣屋集合～見学 
18:00 点鐘     会長 下屋 勝比古 
     会長の時間       下屋 勝比古 
    点鐘     会長 下屋 勝比古 
    懇親会    司会 垣内 秀文 親睦副委員長 
18:15   開会挨拶     井口 大輔 親睦委員長 

乾 杯      大村 貴之 副会長 
新会員の紹介   佐藤 貴史 夫妻、平 康裕 夫妻 
座付 
めでた      洲岬 孝雄 様 
返し       挾土 貞吉               
東海道     洲岬 孝雄 様  

余興 
・三味線     斎藤 章 
・甚句      下屋 勝比古 
・小唄      杉山 和宏 
・詩吟      平 義孝、斎藤 章、 

井辺 一章、田中 晶洋 
     ・ゴルフ表彰式  親睦委員会 
20:30  中締め      米澤 久二 会長エレクト 

 

 

＜会長の時間＞ 
本日は、秋を感じるようになった飛

騨路を皆さんと伝統文化を楽しむ会

「紅葉例会」のご案内をしましたとこ

ろ、大変多くの会員およびパートナー

の方のご出席をいただきました。  

午前は８時よりゴルフをプレーされ

ました。また、高山にいると意外に入

ることのない「高山陣屋」を、室屋宏平先生のガイドで見学で

き、知らずにいた陣屋の奥まで見学できました。陣屋でも説明が

ありました、金森長近公からの宗和流本膳を今夜はみなさんで味

わうとともに、高山伝統のお座敷を楽しんでいただきます。  

今夜は、会場である「洲さき」の洲﨑孝雄様には、お忙しい中

ご出席をいただき、今回の席に華を添えていただきました。今夜

は、会場で会員の皆様からは、後ほど余興をいただきますが、お

座敷に相応しい余興の数々をお楽しみいただき限られた時間です

が秋の夜長を楽しみましょう。  

これから行事が続きますが、大いに親睦を深めて盛り上げてく

ださい。 
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人間力を高める        第 8 回 

人間力高める ＝ コミュニケーション力をつける  垣内 秀文 

 

前年度、伝統と格式ある、我が高山西ロータリークラブで、会長を

曲りなりにも務めさせて頂きました、これも全て会員皆さんのご協力

の賜物とお陰と心より感謝しております。（今年は少し楽をさせて頂

いております）かれこれ15年前、万が一にも、この私が会長を任さ

れることになるとは全く思いも、考えも、夢にも出てくることはなか

ったです。 
とはいうのも私は若いころから人の力を借りること、特に他人に依

頼することが得意ではなかったと記憶しています。しかし自己肯定感

が持てるようになると「自分の力だけで解決しなくても良い」と思え

るようになりました。それにより「これは自分には絶対無理だろうな」

と思うような事でも、人の力を借りて困難も解決できた事が、多々あ

ったと感じます。 
誰にでも得て不得手は必ずあります、全てにおいて完璧にできる人

などいません（私は完璧主義者であった訳ではありませんが）自分の

できないことや苦手なことは誰かの出番をつくることにもなり、それ

が相手の自信にも繋がります。ここで大切なことは助けを頂いたら、

心からの感謝の言葉を伝える事です、これは人間だけが出来るコミュ

ニケーションです「誰かに頼むのは、気が引ける、断られたらどうし

よう？」という心配も有りますが、相手がそれを受けるか受けないか

は、その時点で相手に委ねられ、たとえそれが断られたとしても自身

が否定された訳では無く、相手の都合が悪かっただけで、そこで落ち

込む必要はありません。 
自分には見えていない解決の糸口を発見できる人は結構います。「何

か上手くいかないな」と感じたら「自分の力だけで解決しなくていい」

自分に言ってあげると肩の力が抜けて、返って良いアイディアが出て

くることもあります。また誰かに相談や依頼をし、それを自分の責任

において解決遂行していくこと、それによって多くの人と接し係わる

ことは、還暦を過ぎて、まだまだ未熟な私でも「人間力」を高めるこ

とに繋がると信じます。 
 

人間力を高める        第 9 回 
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